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要　　　旨

　本研究では，学習者の探究のプロセスに与える効果を明らかにすることを目的として，総合的な学習の時間における探
究のプロセス内の「まとめ・表現」場面で，同期型CSCLを活用した遠隔協調学習を行った。接続校は新潟県と山梨県の
小学校で，両校は総合的な学習の時間における「ふるさと学習」の発表を行った。その際の学習者の発話内容，振り返り
記述，振り返り活動におけるedutab記述のカテゴリーから分析を行い，学習者の探究のプロセスに与える効果を検証し
た。その結果，同期型CSCLを活用した遠隔協調学習を行うことによって，他者の意見をもとに探究のプロセス内の「ま
とめ・表現」の改善をしようとしていることが示唆された。
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１　問題の所在と目的

　知識基盤社会の到来，予測困難な時代の到来を背景に平成29年度に改訂された学習指導要領では，これからの時代
に求められる教育を実現していくために「社会との連携及び協働によりその実現を図っていくという，社会に開かれ
た教育課程の実現」を提唱している(文部科学省，2017)(1)。その中で，文部科学省(2010)(2)は「変化の激しい社会に
対応して，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，よりよく問題を解決する資質や能力を育てる
ことなどをねらい」としている総合的な学習の時間(以下，総合学習)を軸としたカリキュラムマネジメントの推進を
掲げており，社会に開かれた教育課程の実現に向け，総合学習の一層の充実が求められている。
　文部科学省(2017)(3)は総合学習の学習指導要領改訂のポイントとして「探究的な学習の過程を一層重視し，各教科
等で育成する資質・能力を相互に関連付け，実社会・実生活において活用できるものとする」と述べており，児童が
探究的な学習を行うことをより一層重視している。また，文部科学省(2017)(4)は，探究的な学習について①課題設定
②情報収集③整理・分析④まとめ・表現の４つの過程を経由していく中で，自らの考えや課題が新たに更新され，探
究の過程が繰り返されていく学習と定義している(以下，探究のプロセス)。この探究のプロセスを発展的に繰り返し
ていくために，文部科学省(2017)(5)は「多様な他者と協働して主体的に課題を解決しようとする学習活動を重視する
必要がある」と述べており，協働的な学習の場面を設定することの重要性について示している。その一方で，探究の
プロセスの中で「整理・分析」，「まとめ・表現」に対する取り組みが不十分であるという課題を挙げている。これに
ついて，古川(2012)(6)は，総合的な学習の時間において体験学習を行うのみで，発表など「まとめ・表現」のプロセ
スの不十分さを指摘している。その背景には，小規模校の増加が考えられる。玉井(2011)(7)は，少子高齢化に伴い，
学校の統廃合を受ける地域や小規模校では，児童はコミュニケーションをとる時，意思疎通を経なくても分かりあ
い，直接言葉に表さなくても済まされてしまうという課題を指摘している。そのため，小規模校においては探究的な
学習を行う上で重要となる協働的な学びが実現しにくいと言える。このことから，社会に開かれた教育課程の実現に
向けて，小規模校ではより多くの他者との関わりを得ることができる学習活動を取り入れていくことが喫緊の課題で
ある。
　以上のことから，本研究では探究のプロセスにおける「まとめ・表現」に着目し，小規模校においても他者との協
働的な学びが活発になるような授業デザインを講じて，その効果を検証することを目的とする。
　小規模校における協働的な学びの実現に向けて，遠隔教育の推進が掲げられる。文部科学省(2018)(8)は，遠隔教育
とは，インターネットを活用して離れた場所同士で映像や音声などのやり取りを行うためのシステムを用いた教育の
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ことであると述べている。加えて，遠隔教育の強みとして「距離にかかわりなく相互に情報の発信・受信のやり取り
ができること」が挙げられており，子どもたちの学習の幅を広げることができると述べている。遠隔教育の成果とし
て，久世(2000)(9)は「遠隔学習は子どもたちの学習の対象を広げ，興味や関心を高める上でその効果は極めて大きな
ものである」と述べている。また，上田(2000)(10)は，三地域間の地域学習をインターネット上で共有し，比較するこ
とで，多角比較がなされ，児童は自分の地域事象を多角的に見ることができたと述べている。さらに，相馬(2014)(11)

は「班に１台のiPadによるビデオ通話を利用した他校生徒との協働学習は，生徒の科学的思考力・判断力および表現
力を育成する可能性がある」と述べている。
　一方で，従来のテレビ会議システム等を用いた遠隔教育の課題として，大作(2005)(12)は「遠隔学習では授業を受け
る児童生徒が概して受け身になりがちであり，受信校のクラスの児童生徒間の相互作用は少ない」と述べている。ま
た，竹口(2016)(13)は「教授者が学習者に直接支援することには限界がある」という課題を指摘しており，「学習者自
身が自発的に学習を行うことを支援するシステムについて検討を進めたい」と述べている。さらに，八代ら(2019)(14)

は「クラスとクラスを接続するだけでは，一斉授業を相互に接続するだけであって，学習者同士の主体的で深い学び
には必ずしも結びつかない」と指摘している。これらの課題を解決する手立てとして，同期型CSCLシステムが挙げ
られる。
　同期型CSCLシステムとは「コンピュータを利用した協調学習の教育実践，およびそのための支援システム」を指
し(加藤ら，2016)(15)，メンバー間の社会的相互作用の活性化，他のコミュニティとの交流の支援を促すなどの役割が
挙げられる。平澤ら(2009)(16)は同期型CSCLシステムを活用した遠隔教育を行い，その成果として，「学習者の反応
をリアルタイムで楽しみながら，班の話し合いも活発に行われ，協働で学習する姿が見られた」と述べている。この
ことから，双方向性の確保として同期型CSCLシステムの活用は遠隔学習を行う上で有効な手立てであると言える。
また，八代ら(2019)(17)は，遠隔学習において「遠隔の学習者が持つタブレット端末を相互に接続し，それぞれの内容
を閲覧できる学習(遠隔協調学習)」が可能となる同期型CSCLシステムの開発を行った。しかし，事例は少なく，実
践を重ねていく必要があるという課題を挙げている。さらに，社会に開かれた教育課程が提唱され，学習者の探究的
な学習の充実が求められている中で，総合学習における遠隔協調学習を通じた学習者の姿，探究のプロセスに与える
効果を分析した研究は管見の限り見当たらない。
　以上のことから，本研究では，総合的な学習の時間において，探究のプロセス内の「まとめ・表現」に着目し，同
期型CSCLを活用した遠隔協調学習を行うことによって，学習者の探究のプロセスに与える効果を明らかにすること
を目的とする。

２　方法

２．１　本研究における探究のプロセス

　本研究の調査対象とする新潟県の小学校では，総合的
な学習の時間で地域の魅力や良さを探究するふるさと学
習を実施している。当該校では地域にある遺跡や文化財
などの良さを伝えるために，弥生，古墳，鮫ヶ尾の３
チームでそれぞれのPR動画を作成し発表を行った。
鮫ヶ尾とは，新潟県妙高市にかつて存在した上杉家配下
の日本の城であり，戦国時代を舞台としている。この発
表内容を文部科学省(2017)(18)が提言している探究のプロ
セスに当てはめた具体的内容を表１に示す。

２．２　本研究で用いる同期型CSCL
　本研究では，八代ら(2019)(19)が開発したタブレット端末で使用できる同期型CSCLのedutabを使用する。edutabと
は，「教師と学習者がそれぞれタブレットを持った状態で，インタラクティブに書き込みができる教育支援ツール」
である(榊原ら，2017)(20)。本研究では，edutabの①ホワイトボード機能②背景色選択機能③画面保存機能④学習者の
タブレットの一覧モニター表示機能を使用した。①～③の機能を次頁図１，④の機能を次頁図２に示す。

表１　本研究における探究のプロセス 
課題設定 遠隔協調学習を通して，物事を多面的に見

たり考えたりして，課題を設定し課題意識
を持つ。

情報収集 遠隔の他者の意見から必要な情報を取り出
したり収集したりする。

整理・分析 収集した情報を，整理したり分析したりし
て思考する。

まとめ・表現 相手や目的に応じて整理した複数の情報を
分かりやすくまとめ，表現する。
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２．３　調査の概要

２．３．１　調査時期
2020年12月(第２時，第３時)
2021年２月(第４時～第６時)

２．３．２　調査対象と単元
学習者：新潟県妙高市立小学校第６学年　13名(以下Ｎ校)，山梨県甲州市立小学校第６学年　21名(以下Ｙ校)
単元　：総合的な学習の時間「ふるさと学習」(５時間)

２．３．３　調査方法
①両校のふるさと学習
①―１　Ｎ校のふるさと学習
　妙高市にある遺跡や文化財などの良さを伝えるために，弥生，古墳，鮫ヶ尾の３チームでそれぞれPR動画を作成
し発表した。動画は，当時の人たちになりきって役を演じたり，資料やナレーションを入れて，専門的な言葉を説明
したりして作成している。図３は弥生時代にムラに攻めてきた人々を，環濠を利用して追い払うシーンを切り取った
画像である。

①―２　Ｙ校のふるさと学習
　甲州市の魅力や良さを伝えるために，ワイン，武田信玄，特産物である甘草(かんぞう)，国宝，果物の５つの項目
でチームごとに画用紙や劇などにまとめて発表した。図４に発表の様子を示す。

②授業展開
　次頁の表２に本研究の授業展開の手順を示す。

図１　edutabのタブレット画面 図２　一覧モニター表示機能

図３　弥生チームのPR動画の一部 図４　TV会議システムを用いて発表している様子
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③各時間における教室配置
　各時間における教室配置図を図５，図６に示す。各時間１人１台タブレット端末を配布した。図５の左上部のスク
リーンには，edutabの一覧モニター表示機能を投影し，中央上部のスクリーンには，相手校の様子を投影した。

２．３．４　使用機材
・edutabシステム　・iPad(１人１台)　・テレビ会議システム　・電子黒板(１台)　・プロジェクター(２台)
・スクリーン(１台)　・ビデオカメラ(２台)　・ICレコーダー(34台)

２．３．５　分析方法
・学習者の発話分析　・振り返り用紙の記述内容分析　・振り返り活動におけるedutab記述のカテゴリー分析

３　結果と考察

３．１　学習者の発話分析
　遠隔協調学習では，他者との交流の中で，どのような発話を通して活動を進めているかを分析する必要がある。そ
のため，無作為に学習者を１名抽出し，授業内の意見交流場面の発話内容から，探究のプロセスに与える効果を分析

表２　授業展開
授業日 時 学習内容 分
11/16 1 自己紹介，アイスブレイク，edutabの使い方 45
12/ 7 2 ①アイスブレイク

②Ｎ校からの中間発表
③Ｙ校が発表に対する質問・アドバイス・感想をedutabに記述
④edutabの記述をもとに，意見交流
⑤感想をedutabに記述

5
10
5
20
5

12/10 3 ①アイスブレイク
②Ｙ校からの中間発表
③Ｎ校が発表に対する質問・アドバイス・感想をedutabに記述
④edutabの記述をもとに，意見交流
⑤感想をedutabに記述

5
10
5
20
5

 2/18 4 ①アイスブレイク
②Ｎ校からの期末発表
③Ｙ校が発表に対する質問・アドバイス・感想をedutabに記述
④edutabの記述をもとに，意見交流
⑤感想をedutabに記述

5
10
5
20
5

 2/18 5 ①アイスブレイク
②Ｙ校からの期末発表
③Ｎ校が発表に対する質問・アドバイス・感想をedutabに記述
④edutabの記述をもとに，意見交流
⑤感想をedutabに記述

5
10
5
20
5

 2/25 6 振り返り活動 45

図５　両校の教室配置図 図６　Ｎ校の教室の様子
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する。分析は，新井ら(2020)(21)を参考に，学習記録と関連させながら行うこととする。抽出した学習者は学習者Ａと
した。なお，本研究では，「まとめ・表現」に着目しているため，学習者Ａの発表の時間である第２時(表３)と第４
時(次頁表４)を分析対象とする。

　表３の①から，学習者Ａは相手校の学習者Ｖの記述内容(図７)から情
報を収集し，チームでの話し合いが活発に行われていることが示唆され
る。また，表３の②から，学習者Ａは相手校の学習者Ｖの記述内容(図
７)から得た情報をもとに，発表内容を改善しようとしていることが示
唆される。さらに，意見交流後の感想をedutabに記述する学習活動で
は，学習者Ａは表３で話し合っていた内容にもとづいて感想を記述して
おり(図８)，学習者Ｖの記述内容(図７)から得た情報をもとに，「課題
の設定」をしていることが示唆される。これらのことから，学習者Ａは
相手校の記述をもとに「まとめ・表現」の仕方に課題を見つけ，内容を
改善しようとしていることが示唆される。

表３　第２時の発話内容

A…Ｎ校の学習者Ａ　Ｂ，Ｃ…Ｎ校の学習者Ｂ，Ｃ　 ST…サブティーチャー　Ｖ…Ｙ校の学習者Ｖ
(　)は筆者の補足記述　
発話で出てくる専門用語
・おたて(御館)：新潟県上越市にあった城館。越後の中心地。・虎口(こぐち)：城の出入り口の総称。

〈edutabの記述をもとに，意見交流する場面〉
Ａ：おたて，こぐち(図７の記述について)
Ｂ：とっておだて？
Ａ：おだてこぐちなどが，おだて，おたてこぐちなどが
ST：あーー，もう少し(リアルタイムで記述が見られるため，もう少し　
　　 で書き終わる)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ａ：戦いのことが分からない人にとって(学習者Vの記述を見ながら) 　　　　 
Ａ：おだてってなに
Ａ，Ｂ：おだてこぐちなどについて
Ｃ：ちがうおたてです(Ａ，Ｂの発言に対してミスを指摘)　　　　　　　　　 
Ａ：「だ」じゃん
Ｃ：(学習者Vの記述ミスについて)そっちか
Ｂ：説明？(学習者Ｖの記述を見ながら)
Ａ：してください
ST：なるほど
Ｃ：どういうこと？
Ａ：説明する
Ｂ：といいですよ(Ａの意見に付け加えて)
Ｃ：どういうこと？
Ａ：①だからおだて，おたてとかこぐちが分からない人がいるからそこを説明するといいと思いますだって
(中略)

Ａ：こぐちってさ，説明って書いてなかったっけ？
Ｂ：ね，Ａちゃん，なんつってたそれ？
Ａ：え，こぐちと，えっとねなんだっけとらの？
Ｂ：とら？
Ｂ：こぐちととらの説明？
Ａ：おたて，おたてとこぐち
Ｃ：どういうこと，どういうこと，わかんない俺意味が
Ａ：おたてとこぐちが
Ｃ：だれの？
Ａ：Ｖさん
Ｃ：俺のじゃないのかい
Ａ：おたてとこぐちの説明を入れる
Ａ：②だから，意見ありがとうございます。えーと，それも入れてみたいと思います。って言えばいいんだよ。

図７　学習者Ｖの感想記述

図８　学習者Ａの感想記述
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　表４の③から，第２時で話し合っていた学習者Ｖの記述内容(前頁図７)について触れており，④で，その内容をも
とに，改善を行ったことについて説明している。このことから，第２時で「情報収集」した内容をもとに改善を図
り，「まとめ・表現」に活かしていることが示唆される。次に，意見交流場面では，図９の記述内容に対して⑤の教
師の問いかけから，学習者は⑥～⑧のように具体的な改善方法について話し合っていることが分かる。また，⑨の教
師の問いかけから，学習者Ａは相手に伝わりやすいような発表の仕方について学習者Ｄと話し合いをはじめ，表４の
⑩，⑪から，学習者Ａと学習者Ｄは，相手意識を持って改善を行っていたことが示唆される。これらのことから，第
４時の意見交流場面では，教師の問いかけによって，「まとめ・表現」のプロセスを，遠隔の学習者に伝えるという
相手意識を持って行っていたことが示唆された。

３．２　振り返り用紙の記述内容分析
　学習者Ａの第２時，第４時における振り返り用紙から，記述内容を質的に分析した。次頁表５の①から，学習者Ａ
は発話分析において学習者Ｖが記述していた内容について触れており，「私達は，内容は分かるけど」と記述してい
ることから，自分たちだけでは気付かなかったことに気付き，課題が新たに更新されていることが示唆される。ま
た，次頁表５の②から，学習者Aは遠隔協調学習を行うことによって「まとめ・表現」のプロセスを工夫しようとす
る意欲が向上していることが示唆される。次頁表６の③から，学習者Aは「まとめ・表現」のプロセスにおいて表現
の工夫をしたことを遠隔の学習者に理解してもらうことで「まとめ・表現」のプロセスを工夫することの良さを感じ

表４　第４時の発話内容

A…Ｎ校の学習者A　Ｄ，Ｅ，Ｆ…Ｎ校の学習者Ｄ，Ｅ，Ｆ　MT…メインティーチャー　Ｗ…Ｙ校の学習者Ｗ
発話に出てくる専門用語
・鮫ヶ尾(城)：新潟県妙高市にかつて存在した上杉家配下の日本の城。

Ａ：わたしたちは古墳チームです。よろしくお願いします。
全員：お願いします。
Ａ：わたしは古墳チーム監督のＡです。(撮影の監督)
Ｄ：わたしは助監督のＤです。(撮影の助監督)
Ｅ：ぼくは，ぼくたちは編集者のＥと(撮影の編集者)
Ｆ：Ｆです。③Ｙ校の皆さんから鮫ヶ尾チームにいただいた，何のシーンか分かりづらいというアドバイスをいただきまし

た。ありがとうございます。
Ｄ：④そこで私たち古墳チームは，２つ目のナレーションに古墳の模型や当時の勢力を表す地図をいれました。これが模型

です。
(中略)

〈edutabの記述をもとに，意見交流の場面〉
Ｅ：これじゃない？こだわり。細かい所のこだわり。(図９の記述について)
Ｄ：そここだわりました。
Ｅ：こだわりました。                                                    
Ａ：もうちょっと細かいところに気付いてくれる。
Ａ：これどこか。
MT：⑤どういう風にこだわったのか。どうこだわったの？　
Ａ：えーと，再現。(ナレーションの部分などを)⑥できるだけゆっくり
　　しゃべったとか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
MT：あー，ゆっくりとかね。
MT：向こうの友だちもそうすればいいんだってなるもんね。
Ｄ：で，⑦周りの音とかも。周りの音が入らないように。　　　　　　　　　　
Ａ：入らないように静かなところでやったり(撮影場所が学校外のため)
Ｅ：⑧ナレーションの音合わせた。
Ａ：劇の動きとナレーションの音の
Ｅ：そこじゃないでしょ。
MT：⑨ただ向こうのはVTR(PR動画)じゃないから話し方とすると
Ａ：⑩聞きやすい。
Ｄ：⑪はきはきとした。
MT：そういうところがポイントとしてわかりやすくていいかもね。

図９　学習者Wの感想記述
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ていることが示唆された。このことから，相手意識を持って活動を行うことで，「まとめ・表現」を工夫しようとす
る態度が表出することが示唆される。

３．３　振り返り活動におけるedutab記述のカテゴリー分析
　第６時の振り返り活動で学習者は，①中間発表②中間発表から期末発表まで③期末発表の３つの場面における振り
返りをそれぞれedutabに記述した。その際に学習者が記述した内容が，３つの場面において探究のプロセスの４観
点のうち，どのプロセスにおいて表出が見られるかを検証するため，榊原ら(2017)(22)を参考にedutabの記述内容の
カテゴリー分析を行った。その結果を表７に示す。なお，カテゴリー分析は小学校で15年以上の勤務経験を持つ現職
教員と行った。その際，２名の分析者は独立して分析を行い，最後に分析結果を突き合わせて，それらの一致率を算
出する方法をとった。照合作業で分類が異なった箇所は協議して判断をした。その結果，分類の照合作業の一致率は
83.7％であり，分類作業の妥当性は担保されたと考える。

　表７から，①中間発表では，「情報収集」と「整理・分析」のプロセスについての記述が多く見られた。このこと
から，学習者は遠隔の学習者の意見との交流から様々な情報を得てから「情報収集」を行い，自身の中間発表に対し
ての「整理・分析」を行っていたことが示唆される。次に，②中間発表から期末発表までの記述では，「まとめ・表
現」のプロセスについての記述が多く見られた。加えて「整理・分析」のプロセスについての記述が多く見られる。
このことから，中間発表で得た情報を「整理・分析」し，その内容をもとに，「まとめ・表現」のプロセスで表現等
の工夫をしていたことが示唆される。③期末発表では，学習者自身の「まとめ・表現」のプロセスについての記述が
多く見られた。以上のことから，中間発表から期末発表までで，児童の記述内容は「情報収集」→「整理・分析」→
「まとめ・表現」に変わっていったことが分かる。その理由は，遠隔協調学習を行うことによって，他者との関わり
が生まれたことによるものであると示唆される。

４　成果と課題

４．１　成果
　分析の結果，本研究では，以下のことが示された。
　１つ目は，発話分析から，中間発表において学習者は相手校の記述から得た情報をもとに発表内容についての課題

 

 

①私達は，内容が分かるけれど Y 校の人達は(初め

て見る人)こぐちとかおたてなどが分からないとい

う意見がでました。もらったことにより，完成に近

づけられたので良かったです。(中略)②Y 校のみな

さんが「すごい」とまたいってもらえるような

VTR をつくれるようにしたいです。 

表５　学習者Ａの第２時の振り返り用紙

 

③古墳の模型を見てもらった時，「すごーい」など

のことばをもらい，はじめは絵にしようと思ってい

たけどちゃんとしたものに変えてよかったなと思い

ました。 

(後略) 

表６　学習者Ａの第４時の振り返り用紙

表７　edutabの記述内容のカテゴリー数(n=34)
No. カテゴリー 該当例の命題 ①中間発表 ②期末発表まで ③期末発表
1 課題の設定 自分なりにはうまくできたけど，詳しく説

明できればよかった
1 0 1

2 情報収集 説明の足りていないことに気付けた
くわしいアドバイスをいただけた

7 3 0

3 整理・分析 アドバイスをもとに，改善を図った
問題が見づらかった

18 8 3

4 まとめ・表現 絵などを入れてわかりやすくした
はっきりゆっくり読んだ

5 17 18

5 その他 感想等 3 6 12
計 34 34 34
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を見つけ，「まとめ・表現」の改善をしようとしていることが示唆された。２つ目は，振り返り用紙の記述から，学
習者は遠隔協調学習を行うことによって「まとめ・表現」のプロセスに対する意欲が向上していること，相手意識を
持って学習活動を行うことで，「まとめ・表現」を工夫しようとする態度が表出することが示唆された。３つ目は，
中間発表から期末発表までの記述内容の変化は，遠隔協調学習を行うことによって，他者との関わりが生まれたこと
によることが示唆された。これらのことから，同期型CSCLを活用した遠隔協調学習を行うことによって，「まと
め・表現」の活動に効果が得られることが示唆される。

４．２　課題
　本研究では，探究のプロセス内の「まとめ・表現」に着目したため，他のプロセスにおいても効果を検証していく
必要がある。また，本研究では２回に分けて遠隔協調学習を実施したが，回数を積み重ねていき，継続的な実施によ
る効果の検証を進めていく必要がある。
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ABSTRACT

This study conducted remote collaborative learning using synchronous computer-supported collaborative learning 
(CSCL) in the summary/expression segment of the inquiry process in the period for integrated studies.  In so doing, it 
purposed to elucidate the effects of CSCL on the inquiry process of learners.  Children from elementary schools in Niigata 
prefecture and Yamanashi prefecture delivered presentations on local area learning.  The contents of their utterances, their 
descriptions in reflection sheets, and the categories of their descriptions on their edutabs during the reflection activity were 
analyzed to examine the influence of CSCL on their inquiry process.  The results revealed that remote collaborative learning 
with synchronous CSCL was effective in the students’ attempts to improve the summary/expression during the inquiry 
process.
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